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平成３０年度第１回循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

平成３０年６月７日（木）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂２

３ 出席委員

千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、伊藤紀子、白坂弘子、改田英彦、米谷雅弘、服

部亜紀、鍋島洋行、平野恵子 計１０名

４ 欠席委員

なし

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：松原友雄、環境課長補佐：三浦勝

之、環境課主事：森康臣

７ 議題等

⑴ 座長の選出・座長職務代理者の指名について

⑵ 基本計画の進捗状況と本年度の予定について

⑶ プロジェクトチームの編成について
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８ 会議の要旨

環境課長 定刻になりましたので、ただ今から「平成３０年度第１回尾張旭

市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ会議にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。

本年度初回の会議でございますので、循環型社会推進会議開催要綱

第３条の「構成員の互選により座長を定める」までの間、私が進行役

を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

本会議では、平成２６年度を初年度とする尾張旭市一般廃棄物（ご

み）処理基本計画の推進を図るため開催するもので、構成員の任期は

２年となっております。

そのため、この４月に構成員を改選し、本日お集まりいただきまし

たメンバーで２年進めていくこととなります。皆様には今後、いろい

ろな面でご協力やご意見などを、お願いさせていただくことになろう

かと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関す

る基準」に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となるこ

とも、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。

それでは、次第に沿って会議を進行をさせていただきます。

まず、次第１、「構成員、事務局職員の自己紹介」です。

先ほど申し上げましたように、４月に構成員の改選がございまし

た。引き続き委員をお願いしている方がほとんどですが、今回３名の

方に新たに参加していただくことになりました。

名簿はお配りしておりますが、順番に全員の方に簡単に自己紹介を

お願いします。

＜自己紹介＞

環境課長 皆様、よろしくお願いいたします。

それでは、次に、次第２の議題に沿って会議を進行させていただき

ます。

次第２の⑴「座長選出・座長職務代理者の指名」についてです。

本会議の座長につきましては、資料１の会議開催要項第３条第２項

の規定で、構成員の互選によることとされております。

初めに座長の互選の方法についてご意見はございますでしょうか。

松原委員 引き続き知識や経験が豊富な千頭様を座長として推薦します。

環境課長 ただ今、千頭様のご推薦をいただきましたが、他の推薦等がなけれ

ば千頭様に座長をお願いしたいと思いますが、皆様ご承認いただけま
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すでしょうか。

委員全員 異議なし

環境課長 ご協力ありがとうございました。それでは、千頭様が座長に選出さ

れましたので、座長席へお移りいただき、以後の進行をお願いいたし

ます。

千頭座長 ＜あいさつ＞

議題に従いまして、議事を進行させていただきます。

続いて、「座長職務代理者の指名について」です。

この件につきましては、会議開催要綱第３条第３項に基づき、私、

「座長より指名」をさせていただきます。

現在も地域において、古紙・古着の資源ゴミ回収を精力的に行って

いる、白鳳連合自治会の会長でも在らせられます、改田委員を座長職

務代理者として指名させていただきたいと思います。よろしいでしょ

うか。

改田委員 ＜改田委員、承諾＞

千頭座長 それでは、改田委員に座長職務代理者をお願いしたいと思います

ので、一言挨拶をお願いします。

改田委員 ＜あいさつ＞

千頭座長 ありがとうございました。続きまして議題⑵「基本計画の進捗状況

と本年度の予定について」、事務局より説明をお願いいします。

三浦補佐 ＜資料２、３により説明＞

千頭座長 ただいま事務局から説明がありました。

ご意見やご質問等があればお願いします。

松原委員 昨年度に提出した「家庭系燃えるごみの有料化制度に関する報告及

び提言書」についてですが、有料化がごみの減量に繋がるひとつの方

法では、という考えの基にまとめています。また、検討していたとき

に気になったのは、ごみ減量のスピードが徐々に緩くなっていること

です。分別等に努力されている方のごみ減量については限界レベルま

で達してしまっていると思います。今後は分別等に努力をされていな

い方をターゲットに、どれだけ周知や注意喚起ができるかが重要では

ないかと考えます。

千頭座長 ありがとうございます。

大事なご指摘だと思います。基本計画全体の中間見直しをするにあ

たり、ご指摘いただいたことについてどう取り組んでいくかが課題に

なるかと思います。分別等に努力されている方も、発生するものが減

らない限りは、これ以上の減量は難しいところまできていると私も感

じます。
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是非とも専門部会において検討を進めていただきたいと思います。

また、この提言書を基に、有料化について市がどう判断するのかは

これからだということですが、自治体の状況によっては、ひょっとす

るとこの３年くらいの間に、有料化していない自治体がなだれ込むよ

うに有料化に着手するかもしれません。今は互いが近隣市町の様子見

という姿勢でいるように感じます。

米谷委員 資料２のごみ排出状況についてですが、私の感覚ですと、減らすこ

とを考える際は、容積を減らすことと考えてしまうのですが、ごみの

統計は容積ではなく、重量で統計されるのが一般的なのでしょうか。

三浦補佐 全国的な実績調査においても、単位は重量で統計を出しています。

尾張東部衛生組合の焼却費の負担割合も重量の部分があるので、本市

の統計においても重量を単位として実績を出しております。

環境課長 ごみを収集運搬する車両で重量を量っているため、容積でごみの量

を把握するのは難しいというのがあります。

白坂委員 収集運搬車両においてごみの水分を絞る機能は付いていないでし

ょうか。重量で実績としているならば、やはりごみの水分を減らすこ

とが効果的だと思います。絞った水分は消毒液に落とせば悪臭も防げ

るのではと考えます。そういった機能を持たせた収集運搬車両へ変更

できれば、ごみ減量に繋がるのではないでしょうか。今後の５年で大

幅減量を実現するには水分を減らすことが重要だと思います。

千頭座長 言い方を変えると、家庭内でも生ごみの水切りをしてもらうことが

やはりとても重要ということでもありますね。

水切りを含む啓発に「３キリ」がありますが、この言葉はよく言わ

れる言葉でしょうか。

三浦補佐 近年「食品ロス」というのが大々的に取り上げられ、１日１人お茶

碗一杯程の食べ残しが出ているという統計結果があります。そういっ

たものを減らしていくというなかで、各省が連携して取り組み始めた

なかに「３キリ」があります。水切りだけでなく、食べ切り・使い切

りによって食材のごみを減らすという観点から、本市においても是非

取り組んでいきたいと考えております。

松原委員 最近、タイにおいて鯨が海岸へ打ち上げられており、胃のなかを調

べるとプラスチックごみを飲み込んでいたというニュースが世界的

に話題になっていました。尾張旭市では、プラスチック容器包装は分

別回収するシステムはあるが、プラスチック製品も同じように資源と

して回収するようにはできないのだろうか。

三浦補佐 現状、容器包装以外のプラスチック類を資源物として回収するとい

う企画はありません。ごみを焼却する際の燃焼のような形として使わ
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れているためです。ですが、今後そういった技術的なことが確立され

れば、焼却場と連携して検討していくということもあるかもしれませ

ん。

服部委員 ヨーロッパではストローを紙製にするというアイデアがあるよう

です。プラスチック製品そのものを出さなければ良いという考えで

す。本市においても、環境・健康都市として、市内の飲食店と協力し、

率先して紙製ストローを使用してもらうなど、取り組みを考えていく

と良いのではと思います。

千頭座長 ごみ減量の取り組みについてヨーロッパ地方は力を入れており、イ

ギリスではレジ袋の無料配布は法律で禁止しています。また、フラン

スではレストラン等から出た残飯をそのまま焼却することを法律で

禁止しています。

千頭座長 まだご意見は有るかと思いますが、次の議題に移りたいと思いま

す。

議題⑶「プロジェクトチームの編成について」、事務局から説明を

お願いします。

三浦補佐 ＜資料４により説明＞

千頭座長 ただいま事務局から説明がありました。

ご意見やご質問等があればお願いします。

鍋嶋委員 基本計画の見直しについてですが、平成２６年度当初と比べ人口構

造は変化していると思います。例えば粗大ごみに関して、数値上では

減量に向かっているかもしれませんが、出したくても出せない単身高

齢者の増加に伴い家内に置かれたままになっていないかが懸念され

ます。また、次世代の環境教育についても、今後の超高齢化社会を迎

えることに沿った教育施策等に力を入れていかなければならないの

ではと思います。

三浦補佐 具体的な取り組みの基本施策１－②№１０に子どもたちへの教育

という項目があります。「小中学生に対してごみに関する学習の提供

します」ということで、夏休みに親子リサイクル教室を実施し、小学

４年生を対象に、標語やポスターの募集などが継続事業としてありま

す。ただ、これだけにとどまらず、中間見直しの段階においてご意見

をいただければと思います。

鍋嶋委員 子どもは吸収力があるため、子どもの自主的な活動を大人がサポー

トするなどし、子どもの柔軟な発想を取り入れるような、大人だけで

なく子どもも巻き込んだ新たな取り組みがあると良いと思います。

三浦補佐 まだ実施には至っていませんが、市内の一つの保育園から、５歳児

向けにごみの分別について出前講座を実施して欲しいという要望を
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受けています。初めての試みのため、どのように実施するべきか、ど

のような反応が返ってくるのかが非常に楽しみではあります。

そういった、取り組みも踏まえ、子どもたちに対する学習環境につ

いて検討したいと思いますし、その結果についてもご報告したいと考

えております。

千頭座長 もうひとつの懸念として、単身高齢者の粗大ごみが排出されていな

いのではというお話がありましたが、ごみ屋敷などの問題については

顕在化してはいないでしょうか。

三浦補佐 数件は情報としていただいています。

鍋嶋委員 予備軍はたくさんいると思います。几帳面な人が認知症をきっかけ

に片付けられなくなる事例もあります。周りとの交流も希薄になるた

め気の毒な状況になります。本人任せではなく、地域で支える必要が

あるケースは今後も増えていくのではないでしょうか。

千頭委員 福祉関係の部署との連携も重要になってくる問題だと思いますが、

当事者と会って相談できる状況になければ、解決もなかなか難しいの

ではと感じます。

松原委員 リサイクル広場についてですが、リユース品の供給が施設の面積に

比べて多く、保管場所に困っている状況です。そういった問題につい

ても考えていただきたいです。

千頭座長 すぐにリサイクル広場を拡張するというのは難しいかもしれませ

んが、前向きに検討する課題ではないかと思います。

鍋嶋委員 環境教育についてですが、近くに大学がありますので、学生達に地

域に役立つ環境教育活動に従事してもらうのはどうでしょうか。行政

側が働きかけることで、学生達も参加しやすくなると思いますし、そ

ういった取り組みの体験が就職活動に活かせると思います。

千頭座長 東海市の情報ですが、２年前から地域にある大学の教員若しくは学

生が地域のために活動することに対し、助成金を交付する仕組みが始

まりました。地域の大学が地域のために活動することを応援しようと

いう仕組みのため、私はすごく評価をしています。他の市町へも実施

してはどうかと紹介しています。

千頭座長 ほかにご質問やご意見がないようですので、皆様からの意見を踏

まえて、プロジェクト活動を進めていただきますようお願いしま

す。

以上で、予定していた議題は終了しました。

次第の３は「その他」ですが、事務局から何かありますか。

環境課長 本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうござ

いました。
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それでは、最後に次回「第２回尾張旭市循環型社会推進会議」のご

案内をさせていただきます。

次回は、８月頃に開催したいと考えております。また、各プロジェ

クトにつきましては、回数は定めておりませんが、必要に応じて順次

進めていきたいと思います。改めて事務局から日程調整させていただ

きまので、よろしくお願いいたします。事務局からは、以上でござい

ます。

千頭座長 ただいま事務局から説明がありましたとおり、次回の会議は、８月

頃に開催されるとのことであります。プロジェクトにつきましても、

皆さんお忙しい中かと思いますが、ご協力くださるようお願いいたし

ます。

それでは、これをもちまして、平成３０年第１回尾張旭市循環型社

会推進会議を閉会といたします。皆さん長時間にわたり大変お疲れ様

でした。


